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相 棒 啓 一  
























和訳に関する文献を逐一一・掲げることも省略したことをお断F）したい。   
相 伴 稗 一  2  
した概念とは必ずしも言えないばかりか，後で詳述するように1，硯在ではも  
っぱら，まじめな取り組みを嘲笑する中傷語としてしか使われなくなりつつあ  





























コ Theodor W Adorno，Kulturkritik und GesellschafL，in：Adorn0，Gesammelte  
Schr≠Pen，Bd．101，Frankfurta．M．（Suhrkamp），1977，S．30．   
UnrechtとBetroffbnheit  






























‥j 両概念とも簡潔な日本語訳が困難なため，本論文ではこの両譜については原語の  
まま表記することとする。   






























5 betre馳nの項目では，①（～に）関係する，かかわる，（～に）該当する ①《雅》  
（精神的な）打撃を与える，（病気が）襲う，（災いが）ふりかかる ③≪雅》ばっ  
たり出会う，捕らえる，急襲する，といった訳語が掲載されており，過去分詞be七roF  
指nが今日的意味を獲得するに至った由来を推測させてはくれるものの，それらをカ  
バーしているとは言えない。   
UnrechtとBetrof鞄nheit  
















んだ結果，① 刑事訴訟法が適応されるべき当事者であり，②自分のなした  












とができる 。その第u＾点は，この意味では今日動詞betre飽nという能動形を  
用いることはほぼあり得ず，もっぱらその過去分詞（形容詞）であるbetrof鞄n，  
l以上この段落における，ヨーロッパ的文脈の中でのBetrofrbnheitについての記述  
は，Interuni－SeminarでのHerrad Heselhaus氏による2006年7月29「iの講演を要  
約したものである。】   




助詞betre騰nが佗えないため，代わりにjn betro蝕nmachenという形を取  





























犯罪を行い得た」という事実に憤然とするのであって，加害者の犯罪行剃こよ   
UnrechtとBetrofrbnheit  
岬戦後ドイツの文学と社会を若く 二つのモチーフ  7  






























に埋庸があるのかもしれない。   
相 揮 啓 一【・  
8  































H ウェブ上に公開されているドイツ連邦議会の公式議事録http：〟dip．bundestag．de／  
btp／14／158／14162158，06．pdfからの引用。   
UnrechtとBetro熊nheit  





rufbn）をlさ川勺として，場合によっては自覚のメリットにしようという下   
心からこの間題を利ノーl］する者は，実際には，社会の聴解さの度合いを高め  
ることも，外国人の社会へのインテグレーションも，問題の改善も，何－－一   
つ行なってはいないのです。［…］それよりずっと望ましいのは，法治国家  
がそれにふさわしい満ち清いた，冷静な韓麒と威厳をもってぎ糾二当たるこ  





















如』（1967）など，ナチズムの邦を湛視せず経宿弊覚を謳歌するドイツ人を直   































なされてゆくとき，それがいかに善意や使命感に基づくものであったとはいえ，   
UnrechtとBetrof托nheit  
































川 拙論「東ドイツの購壌と史学㈹クリストフ・ハインにおける「過去とⅠ附）組  
み」をめぐって」，「思想」799り▲（骨髄瀾購）1991年。   






























1一 役職に関して言えば，イェニンガーは連邦議員を辞めた後，91年から95年までオ  
ーストリー大使，その後はローマ法王庁大便などを歴任している。  
Zコ1995年12月1日付BerlinerZeitung。   
UnrechtとBetrof鞄nheit  
一戦後ドイツの文学と社会を貫く 二つのモチーフ  13  











Betro騰nheit」と呼ぶにふさわしいものとなっている。   
この施設建設を提唱し，自ら中心になって推進した中心人物は，ドイツ人ジ  
ャーナリスト（祖父の母親はユダヤ人）のレア・ロッシュであった。ドイツ人  
















施設が忘れられるようなことがあるなら，遺憾であるだけでなくスキャン   






























】：i2005年5月10日付Deutsche Welle，DWWorldの記事（http：伽dw－WOrld．de／  
dw／article／0，2144，1579499，00．html）より引用。  
‖ 2005年5月13日付Stiddeutsche Zeitung（記事の聾者はJens Bisky）。なお，こ  
の記事はInteruni－Seminarで使用されたテクストから引用した。   
UnrechtとBetro鮎nheit  





























］n この文脈でのGutmenschの概念についてはInteruni－Seminar準備の過程で  
BettinaGildenhard氏よりご教示を受けた。ドイツのWikipediaではGutmensch  
は，「ポリティカル・コレクトネスを主張する人たちを股める上で相手を叩くための  
言葉（Kampfbegrifr）として使用される」と説明されている。（2006年11月現在）   





























1－IFrank Schirrmacher（Hg．），DieⅥ厄IseTtBubis岬Debatte．Eine Dohumentation．  
Frankfurt a，M．（Suhrkamp），1999，Gerd Wiegel，JohanneS mOtZ（Hg），Geisf鹿e  
かα花ds嘩昆閲？かよeⅥ匂ねe㌣月祝あよぎ一加ゎα地，鮎1n（PapyRossa），1999など。日本語で  
の詳細な紹介は，三島恵一『現代ドイツ』岩波新書，2006年，186－195頁などを参照。  
1T NH正数育テレビ「ホロコーストといかに向きあうか」，1999年12月11日放送。   
UnrechtとBetrof鞄nheit  
一概後ドイツの一文学と社会を頂く 二つのモチーフ  17   




として映し出すとき自分の視線が逃げ込める逃げ場所を私はいくつも持っ   
ている，とね。こういう自分の反応はバランスが取れたものだとノ乱います  
よ。耐えられないようなものを，私が耐えられなくてはならない，なんて   
いう法はありません。考えないようにする修練も稗みました。‡rP圧するの  
は役に立たないことだ，というような言い方に与することは私にはできま  

















LH MartinWalser，E埴hruTtgenbeim陥TjasseneinerSoTuttagSrede・Frank凡1rta・  
M．（Suhrkamp），1998，S．10£ なお，以下に統くこの漸銅、らの引川については，そ  
れが史脈から明らかである限り，同削こおけるページ数のみを（）に入れて引用  
末尾に付すこととする。   































1ヒl三島憲一『現代ドイツ』，190頁■参照。   
UnrechtとBetrof粘nheit  





























ものだと言えるのではないでしょうか？ 一人ひとりが，無限に続く「虚  
偽と真実の弁証法」というベルトコンベアーなのではないでしょうか？   































この演説をめぐる政治的論争においてはあまり注目されて来なかった一一文であ   
UnrechtとBetrof托nheit  





























2”TheodorWAdorno，MinimaMoralia：Reflexionenaus dembeschadigtenLe－  
ben（Nr．4，”LetzteKlarheit‘‘），in：Adorno，GesammelteSchrifien，Bd・4，Frankfurt  
a．M．（Suhrkamp），1980，S．25．   
相 伴 啓 仙一  22  
うわけである。このアドルノの分析は，ヴァルザーの主張の一つひとつに，何  


















7 Betroffenheitの学習－トーマス・マンの思想的転回  
ヴァルザーの演説をめぐる激しい論争の中で，あまり注目されなかった演説  
の一節がある。良心と文学者をめぐるテーマに関連してトーマス・マンについ  





えるのだ，という調子の発言である21 。そのマンが，兄ハインリヒとの確執，  
そして4年がかりでの『非政治的人間の考察』（1918）執筆による長い葛藤の  
21Thomas Mann，GedankenimKriege，in：Mann，GesaTTmelteⅥ匂rhちBd・ズ工汀，  
Frankfurta．M．（Fischer），1974，S．530．   
UnrechtとBetrof詣nheit  

























彼の本を読む人は，このド派手な転向（diesemkrassen Meinungswech－  
sel）に気付くことなどほとんどありません。その代わり，読者はどの作  
品でも，本当のトーマス・マンに出会うのだと私は言いたい。彼が実際ど  





25ibid．（Vorwort），S．809．   












のようなものが，はたして存在するのだろうか？ ことは，良心・倫理の問題  
と文学とを切り離すべきだと主張する作家ヴァルザーの文学観の根幹にかかわ  











やなくて愛だけが，死よりも強い。そして，理性じゃなくて愛だけが，善  ＝＝●■■●●●●●●●●  




コl－ ThomasMann，DerZauberberg，in：Mann，GesamTnelieⅥ屯沌ちBd・1H，Frank－  
furta．M．（Fischer），1974，S，685L（傍点部分は原文でイタリック）   
UnrechtとBetrof粘nheit  
一戦後ドイツの史学と社会をf‡く 二つのモチーフ  25   
何らのイロニー的留保なしで伝えている中心的なメッセージである。ヴァルザ  
ーがそれ以前のマンのどの小説をひっくりかえしても，このような発想はどこ  





























27 Thomas Mann，Einfuhrungin den＞Zauberberg＜，in‥Mann，Gesammelte  
V陀Jlhe，Bd．j汀，Frankfurta．M．（Fischer），1974，S・607・   































ヱト ThomasMann，VbndeutscherRepublik，a．a．0，，S．850．（イタリック体は原文  
のまま。）   
UnrechtとBetro鮎nheit  
一戦後ドイツの文学と社会を貫く∴つのモチーフ  27  
して死の理念と分けがたく，かつ癒しがたく結びついているからです。［＝・］  





























ヱりibid．，S．850f：   






















古い町の世界，ドイツの音楽の世界への帰郷（Heimkehrins Deutsch－  
Altstadtische，Deutsch－Musikalische）＝1ヨを果たしたとマンは語るのである。  
主人公アードリアン・レーヴアーキューンが成長したトニオ・クレーガーであ  
る，と言われることもある㌔ しかし，これは「何と変貌し，憤然とさせる状  
況の下での帰郷」Lllだったことであろうか。金髪のハンスやインゲに憧れる主  
t＝ Th．Mann，Deutschland unddieDeutschen，in：Mann，Gesamlneltelフ陀rhe，Bd．  
j汀，Frankfbrta．M．，1974，S．1146．  
‖ 珊稿IronieundMusikinThomasManns，Dok七orFaustus‘「詩・言語」第20  
凱1983，参照。  
Eコ Th．Mann，田berden＞Faustus＜］，in：Gesammeltel穐rke，Bd．XT，Frankfur七a．  
M．，1974，S．682．  
iHans Mayer；Thomas Manns”Doktor Faustus“，in：Mayer，1屯n Lessmg bis  
moJ柁αβ〟α乃几JW加d山噸■e乃derゐ正博erJ言c九erlエ如rαかば玩加昆ねCゐぬ托d．P鮎11in－  
gen，1959，S．385．  
1Th．Mann，［Uberden＞Faustus＜】，a．a．0．，S．682．   
UnrechtとBetro馳nheit  

































家になる以前に書いたジャーナリスティックな記事から始まってあらゆる作品   



















8 傷ついた言語によるBetroffenheitの表現－アドルノとグラス  
ナチズムという途方もないUnrechtを体験してしまったドイツ文学の世界  
では，戦後の多くの作品でBetro蝕nheitが措き継がれてゆく。戦後文学はい  








：i誉 MatthiasN．Lorenz，，Auschwitzdrdngtunsaufeinen都eck‘‘－eTudendarstel－  
lungundAuschwitzdishuT・SbeiMbrtinⅥ厄Iser，Stuttgar七（JB．Metzler），2005・   
UnrechtとBetrof鞄nheit  
































j7 Th・Mann，”Deutsche H6rer！比vom14・Januar1945，in：Mann，Gesammelte  
Ⅵ屯rke，Bd．Xr，Frankfurta．M．，1974，S．1107．   

































では，例えば前述のツェランについても，その個人的な助言や知的刺激にゲラ   
UnrechtとBetro鮎nheit  





























l一ボ Gtinter Grass，Schreiben nach Auschwitz，升αnkfhrteT・R，etih－Ⅶrlesung，  
Frankfurta．M．（Luchterhand），1990，S．30．  
二… Grass，SchreibeJ川OChAuschwitz，S・18・   
































描ibid．，S．19．   
UnrechtとBetroffbnheit  
柵戦後ドイツの文学と社会を賞く 二つのモチーフ  35  




























15 TheodorWAdorno，NotenzurLiteraturIV（IstdieKunstheiter？），in：GesaTn－  
melteSchrifienBd．11，Frankfurt．a．M．（Suhrkamp）1974，S・603・   






























IT Theodor W Adorno，Negative Dialektik，in：GesamTnelte Schriften．Bd．6，  
Frankfurt．a．M．（Suhrkamp）1973，S．355f：   
UnrechtとBetro騰nheit  































略を意織的に実践しているように思われてならないからである。そこではグラ   


































小説のテーマとはおよそかけ離れた無意味な紹介文である。   
UnrechtとBetrof侮nheit  
榊戦後ドイツの文学と社会を貫く二つのモチーフ  39   
めるなら，ドイツの文芸批評界はグラスにまんまと一杯食わされて，意外にも  
地味でシリアスだった小説内容をなるべく多くの読者が読むことになるよう  






























川 Grass，SchreibennachAuschwitz，a．a．0・，S・11・   
相 伴 啓 一  40  
とりわけ，日頃はナチズムの過去の問題に敏感とは言えない保守派の人々こそ  
が，つまりはかねてよりグラスの日頃からの発言を面白く思ってこなかった人  



























後に残るものこそがBetro飽nheitなのであった。   
こうして，メディアでの大々的な打ち上げ花火にいったん踊らされた人々は，  
『蟹の歩みで』の場合同様またしても，作品をじっくり読むこと以上に魅力的  
な選択肢が残っていないことに気付かされることとなる。いざ読み始めてみる   
UnrechtとBetro鮪nheit  





























51Grass，βcゐre伽花花αCゐA乙JβC／乙∽～お，a．a．0リS．9£   

































する形でBetrof艶nhei七を持つ態度が学ばれていった。47年グループ以来，ひ   
UnrechtとBetrof艶nheit  

































hierzitiertaus：http：〟www．novo－magaZin．de／39／novo3916・htm・   






を用いても，なかなか撃ち当てられることはないだろう。   
ふさわしい形でBetrofrbnheitを表現することがきわめて困難であるからこ  





















りを重ねてゆくグラスの手法は，注目に値する一つの戦略であった。   
むろん現実には，ドイツのみならず世界の先進国のメディアには，明るい色  
∴－ 良心を完全に抑圧して外剛二村して殻を閉ざし，あらゆる自己反省が不能になっ  
た状態を，クリストフ・ハインは「龍の血」というメタファーで表現している。Vgl．：  
ChristophHein，Drachenblut，Frankfruta．M．，1985・   
UnrechtとBetrof鞄nheit  














させることができるのであろうか？」   
